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手話を用いた言語指導

研究第9部　中 一・

、土 井 尚．♂典

‘（御殿場コ冨二一〉

の基に研究した。

1．はじめ に

　①　重度精神薄弱児と生活を共にしている御殿場コロ

ニーでは， いかにしたら，彼等と意志疎通が‘できるか

と考えて来た。「こころのふれあい」 と酌言にとうても』r

児童が肉体的に健康であれば，言葉がなくても「こころ

のふれあい」が，出来るかもしれない。 しかし，　もし彼

らが，お腹をこわして下痢をしたり，頭が痛くて嘔吐感

があったりしたらどうやって保母は知ることが出来為で

あろうか。長い経験と知識によっても時には，困難なこ

とがある。しかし，もし彼らに保母が尋ねて，彼らが答

えることが出来たらとr，考えてみた。又， 彼らが自分の

要求を，．『保母に訴えることが出来れぱ，どんなに彼らに

楽しレ．、毎日彫こなるか もしれない。

過去，いくつか．の方法で， 言語指導を試みてみたが，

発声機能上の間題や単語一語を覚えるのに6カ月ないし．

1年かかってしまうという問題があうた。

　そこで，何らかの方法で相手に言葉を伝える方法はな

いがと考え，聾唖者の使う手話をもっと簡単に．し，身体

全体で使う，手話を考えてみた。この手話と，． 言葉発声

を使えば，相手に意志が伝わるのではないかと，考えて

みた。

　②　発声の機能

　人間が発声をする ということは，何を意味しているの

だろうと，考えてみた。私たちの結論は，　「こころに感

じたζとを表現したい， 出来れば，誰かに伝えたい。 そr

して，共通のイメージに毘合いたい⊥ということではな

いかと，考えだ。もし，そうであるならば，相手に何か

を伝える時には，発声が伴うものではないかと考えてみ

た。

2．本研究の目的

　手話技法を用いて， 児童に書語指導をすれば，手話の

習得と共に発声行動が多くなるのではないかという仮設
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　1．基本になる二語文を五文用意しゼそれに基づいて，

手話技法を用いて児童と話をすることにした。

　各々の基本文を三つの動作に分け， 手話文とした。』

、（第1図）。
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　2．・言語摺導の方法L． 』洩イ

　言語指導の方法は舛Aお反転方式を用いた。’Aは，．一指

導期間。Bは消却期間。、i日程は第 1裳の通りであるず測

定日レま7月5日， 9日，16日，一20日，26日にした。二 1、 3
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第1表
7月5日　7月9日　7月16日　7月20日　7月26日
　l　　　I　　　I　　　l』　　1

1二繍1鱒期間1消却期間陶瀾I
　　C　　　A　l　　　B　　　　A2

3。測定方法

5つの文牽をTの後について言わせる方法をとった。

採点基準は，発声と手話に分けて採点した。

紛　うみ，バス，やま，おちゃ，テレビと

　正しく発声した揚合　　　　　　　　　十3
（ロう・う，バ。ア，や・ん，お・ん，テ。ン・ンと

　二音ないし3音に発声した場合　　　　　　　21

の　何らかの発声をした場合　　　　　　　　　＋1

◎　手話については正しい動作の時　 　　　　十3

　（近い動作の点＋2。何らかの動作をした場合十・1）

　街　対象児童（3名）

D夫；17歳，男，　I　Q25（田中ビネー）

　　在所期間4年，単純精薄

　　言語能力は，ババ，ママがいえる程度。　

　　聴く能力はかなりあり，日常会話では人の言うこ

　　とは大体わかる。

　　運動能力は非常におちる。

E生：13歳，男，　IQ35＋α

　　在所期間6年，未熟児

　　言語能力はかなりあるが，盟質性構音障害があり，

　　⇒F常レこききとりをこくレ、。

　　右手，右足にチック。

　　運動能力はカ｝なりある。

第12集

みせ，3文目で寮に帰ると云いだす。2回目の測定の時

は会場に来ることを嫌がる。

F子＝‘17歳，女，IQ25

　　在所期間6年，脳性マヒ

　　塒く能力は優れている。

　　先生，辱パ，ママ，ネーチャソを言える。

　　動作を用いて話しかける。

　　言葉をきき返えすと嫌がり逃げる。

4．結 果

　1．　コソトロール期間（7月5日～7月9日）図（第

2図一以下同じ）の記号はC。コソトロール期間の測定

日は7月5日と7月9日の2回。海水浴に行く話をTが

児童3名にする。ラポートがついた時点で，Tの後につ

いて5つの文章（第1図）を云わせる。

D夫＝Tの後について云う・ことが嫌でたまらない様子を

E生＝Tの後について云うが，その後はニコリともせず

だまっている。2回目の時は終始ニコ昌コしている。

F子＝Tの後㌍ついて云わせられると判ったらすぐにT

に背を向けて，ウーウーと生返雍をする。2回目の測定

の時は測定途中で囁吐する。

　3名のコソト・一ル期間中の変化はみられなからた。

　2．第1回目指導期間（7月9日～7月16日）。図の記

号はA1。この期間の測定日は7月16日。

D夫＝手話技法を用いて言語指導をはじめると，会場が

嫌な場所でなくなって来た。Tの指導には素直に従い急

速に言語発声がみられる。海，バス，お茶，手話が仲々

出来ない。行く，お茶などの手話は逆にやってしまう。

E生；行くのイの発音が抜ける。テレビを見るのヲの発

音が抜ける。手話はすぐに覚えてしまう。

F子：手話技法を用いて言語指導をしだすと急に元気が

出て来る。嘔吐も，指導はじめてからはTの後について

手話を用いながら発声させれぱない◇指導のはじまる時

間になるとTを呼びに来るようになる。

山にのぼる，お茶をのむ，テレビをみる，は手話の方が

多く発声は仲々出て来ないo

　3，消去期間（7月17日～20日）図の記号はB，この

期間の測定日は20日。図の通り全員が，消去されてい

る。F子の「パスにのる」のみ上昇している。

　4，第2回目指導期間（7月20日～7月26日）。図の記

号はA20この期岡の測定日は26日。

D夫＝正しい発音は出来ないが発声をして表現する限界

まで，発声するようになっている。

E生＝もともとかなり正しい発音に近い発声をするの

で，手話との関係をすぐ結びつけることは困難である。

F子；発声を使って喋ることが非常にきらいな児童であ

るが，手話を覚えることにより発声が出て来ている。特

に彼女の揚合手話の覚え方，急速であった。それに伴い
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第2図各期問（C，A1，B，A2）の得点衷

　　　　　　　　H冒譜得点D夫　　　。．．硯声彿（堺下同り
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1　1．手話と言語の関係で，手話にアクセソトをつける

1方が効果的であった。例えば「海に行く」の場合，「ウ

i一』で波を2つつくり「ミ」で，1つの波をつくる。

i「二』は胸の前で水平に出してとめるときに「晶」と発音

iする。「行く」は「イ」で胃の上をさし，「イー」との

　ばしながら「ク」でとめる（第3図）。

　　2．指先に意識が集中すると発声が出なくなるので，

i指導中は発声が伴わないときは同じ文章をくり返す必要

iがあった。

1』第3図
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　3，指導中話がはずんでどんどん話題が音化していく

ので，Tは手話と言葉で児産の云ったことをくり返すと

児童の意志がよく通じ非常に話がはずんで行く傾向がみ

られた。

　4，、、また，彼らが出した話は手話の方もすぐ覚える傾

向がみられた。例えぱ 「海に行く』では，「海で游ぐ」

「海でボートにのる」　「魚つりをしたい」．「スイカ割り

をする」など。

　5。指挙中にF子が「夢』の衷現を出来なくて手話を

使って「夢をみたの？」と聞いた時，「ウソ』といって．

非常に大きな喜びを表窺した。彼女が「夢」をみるとと

をはじめて知った。

　6，手話には思考する機能はなく知覚的機能があるの

ではないかと指導中感じられた。
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